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4

一
注
射
前
丁
叶
I
F
J
M
l
j物
］
l

z

h

Z

一

一

i
J
1
一

七

日

一
十
凶
日

一二
十
一
日

一
0
・
一
銘
一

一
一
－
セ
・
五
一
－

0
・
0
一

五・

o

煮

上

澄

液

一

一

一

一

一

一
0
・
五
路
一

一
一
一
五
・

O
一
七
・

O
一

コ一・

O

一
0
・

一

均

一

二

ニ

－

－

一

で

四

一

ニ
・
－

煮

含

簡

健

液

一

一

一

一

一

一
0
・

五

均

一

巴

了

間

一

一
・
畑
一

入。

第
一
国

煮
上
澄
液
及
ピ
煮
含
菌
穂
波
0
・
一
路
注
射
後

－一
於
ケ
ル
家
兎
血
清
平
均
凝
集
債
ノ
推
移

I
l
l
l
ゑ
主
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1
1
1煮
令
賀
伴
氏
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煮
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澄
液
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煮
含
前
煙
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0
・
五
施
法
射
後

一一
於
ケ
ル
家
兎
血
清
卒
均
凝
集
侠
／
推
移
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…
ム
法
次

1
1
1
1
1者
一
合
笥
体
決

毎

惑

いと子ヲ二f
」ー－注射市場ま;al冒私

3So 

s。。

250 

200 

（

第

出
札
措
蜘

第

園

第
四
圃

入

O
〉

主事家O煮
／兎ト上
推血孟澄
移清柑液
挙法及
均射ピ
凝後煮
集＝含
償於菌
培ケ綾
力目Fレ液

l
l
1
1
a工
法
次

1
1
1
生
誕
忠
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シ
ア
凝
集
素
生
産
能
力
ヲ
以
ア
判
定
ス
w
y

時
A

蓑
蘭
韓
液
A

猶
ホ
僅
少
ノ
凝
集
素
生
産
ヲ
示
シ
タ
w
F

モ
、
コ
A

業
住
菌
液
中
－
一
A

微
量
ト
雄
モ

向
ホ
実
上
澄
液
ヲ
合
有
ス
U
Y

毛
ノ
ナ
M
Y

故
品
是
A

菌
鰹
内
ニ
猶
ホ
未
ダ
免
疫
一
刃
物
質
ヨ
ノ
残
留
ス
w
y

唯
一
ノ
詮
懐
ト
A

矯
シ
得
ザ
Y
モ
ノ
ナ
ラ

ン。
論
者
或
士
一
一
一
口
A

ン
、
以
上
ノ
如
キ
事
賓
A

溶
解
性
免
疫
元
物
質
ガ
蘭
鰭
ヨ
リ
J

浸
出
セ
ラ

ν
タ
Y

－一
A

非
ズ
ジ
ア
煮
沸
－
一
ヨ

y
蘭
健
ガ
破
壊

セ
ラ

ν
見
疫
元
物
質
ガ
基
液
中
へ
止
ム
ヲ
得
ズ
移
行
セ

Y

－一
A

非
ザ
Y
カ
ト
。
余
等
A

原
「
ヲ
ク
チ
ン
」
及
ピ
実
合
菌
韓
液
ノ
塗
抹
標
本
ヲ
作

刊
ノ
石
炭
酸
「
フ
ク
シ
ン
」
ヲ
以
ア
染
色
uv
鏡
見
ジ
タ
Y
モ
菌
ノ
形
妹
、
大
キ
サ
及
ピ
染
色
程
度
－
一
著
明
ナ
Y
差
異
ア
見
出
ジ
得
ザ

y
キ
。

議
－
二
於
－
ア
余
等
A

「
ヲ
ク
チ
シ
」
ニ
於
ケ
U
F

免
疫
元
性
能
働
力
ノ
主
睦
A

細
菌
韓
夫
レ
自
身
ニ
在
Y

ニ
非
ズ
ジ
ア
、
細
菌
僅
ヨ

9
基
液
中
二
惨

出
セ

Y
溶
解
性
菌
物
質
－
一
ア
Y
モ
ノ
ナ
．
9
0
而
ジ
ア
此
ノ
溶
解
性
蘭
物
質
A

菌
健
ア
煮
沸
ス

Y

コ
ト
ニ
ヨ

y
－
ア
殆
ン
ド
全
ク
浸
出
シ
壷
＋
ノ
Y

モ
ノ
ナ
U
Y

コ
ト
ヲ
盆
々
確
信
ス

Y

ニ
至
リ
ノタ

9
0
論
者
或
A

日
A

Y

。
以
上
ノ
如
キ
事
貫
A

兎
疫
元
ガ
煮
沸
－
一
ヨ

yeプ
菌
龍
ヨ

9
浸
出
セ
ラ

レ
タ

Y

ニ
非
ズ
ジ
ア
、
元
来
基
液
中
－
一
存
在
セ

Y
見
疫
元
ガ
耐
煮
沸
性
ア
リ
ノ
、
菌
開
中
－
一
包
合
ジ
タ
Y
見
疫
一万
A

耐
煮
沸
性
無
ク
ジ
ア
加
熱
由
一

ヨ

f
プ
破
壊
一
セ
ラ
レ
タ

y
ζ
原
因
ス

Y
モ
ノ
ナ
－
フ
シ
ト
。
然

ν
ド
モ
煮
沸
法
－
一
一
藤
一ラ
ザ
Y

モ
猶
且
ッ
兎
疫
一
苅
ガ
菌
鰹
ヲ
去

y
－
プ
サ
事
液
中
へ
移

行
ジ
其
ノ
結
果
蘭
鰹
A

終
ニ
免
疫
元
性
能
働
力
ヲ
示
す

v
y
－一至
Y
2
ト
A

余
等
ノ
第
一
報
－
一
－
プ
明
白
ト
ナ

v
y
。
且
ッ
等
ジ
ク
免
疫
元
－
一
ア

ア
P
ナ
ガ
－
フ
菌
韓
中
ニ
包
合
セ
ラ
レ
居
Y
際－一
A

易
熱
性
－
一
ジ
夕
、
菌
健
外
ノ
基
液
中
へ
溶
解
セ

Y
際－一
A

耐
熱
性
ヲ
獲
得
ス
ト
言
プ
ガ
如
キ

設
明
A

非
常
－
一
不
自
然
ナ
Y
説
明
タ

Y
ヲ
知
U
F

。
故
－
一
余
等
A

細
菌
性
免
疫
元
ナ
Y
モ
ノ
A

高
度
ノ
耐
煮
沸
性
ヲ
有
ジ
、
煮
沸

－一

ヨ
リ
ニ
プ
細
菌

組
問
中
ヨ

9
基
液
へ
浸
出
セ
ラ

v
、
而
ジ
ア
煮
沸
浸
出
後
ノ
残
澄
蘭
健
A

殆
ン
ド
免
疫
元
性
効
果
ヲ
示
＋
ノ
V

Y
－
－
至
Y

モ
ノ
ナ

y
ト
主
張
ス

y

ヲ
以
－
ア
正
営
ナ
9
ト
鶏
ス
モ
ノ
ナ
9
0

第
五
章

結

論

虎
菌
「
ヲ
グ
テ
シ
」
ヲ
靖
氏
百
度
三
十
分
間
業
沸
シ
タ
Y

二
一
細
菌
鱒
A

煮
沸
以
前
ノ
刻
一
キ
形
態
及
ピ
染
色
ヲ
示
ジ
タ
M
Y

ニ
拘
ラ
ズ
細

菌
健
A

凝
集
素
ノ
産
生
ヲ
示
サ

v
y
ニ
至
9
タ
9
0

，，－、

ー
） 

第
五
巻

V「
原

著
w 

藤

綱

八

〈
第
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第
五
巻

F『

原

著
u 

藤

綱

A 

〈第
菅
波

八
二
〉

虎
菌
「
ヲ
ク
チ
ン
」
ヲ
構
氏
百
度
三
十
分
間
煮
沸
ジ
タ
Y
後
ノ
上
澄
液
A

頴
著
ナ
M
F

凝
集
素
産
生
能
働
力
ヲ
呈
シ
タ

9
0

（
三
）
煮
沸
菌
鵠
ノ
注
射
ヲ
受
ケ
タ
Y
動
物
ノ
方
ガ
腫
重
ノ
減
少
ア
示
ジ
タ

9
、
之
－
一
反
シ
煮
沸
上
澄
液
ノ
注
射
ヲ
受
ケ
bF
Y
動
物
A

全
部

凡
ア
頴
著
／
龍
重
増
加
ヲ
示
シ
タ
9
。

（
四
）
一
般
的
見
疫
皐
的
原
則
ト
シ
ア
下
ノ
各
項
ヲ
認
識
ス
ペ
シ
。

第
一
。
普
通
加
熱
「
ヲ
ク
チ
ン
」
ニ
在

2
ア
サ
ヘ
モ
其
ノ
兎
疫
元
ナ
Y
モ
ノ
A

溶
解
性
－
一
基
液
中
ニ
合
有
セ
ラ
レ
タ
リ
ノ
。
而
ジ
ア
基
液
ヲ
更
新

ス
Y
都
度
時
日
ノ
経
過
ト
共
－
一
菌
韓
中
二
合
有
セ
ラ
レ
タ
Y
免
疫
元
モ
亦
菌
鰻
ヲ
去

yeプ
基
液
中
へ
溶
解
移
行
ス

Y

毛
ノ
ナ

y
。
此

ノ
如
ク
ニ
ジ
ア
菌
韓
A

終－一
A

賞
用
上
殆
シ
ド
免
疫
元
タ
Y
ノ
債
値
ヲ
失
フ
－
一
一
全
Y
モ
ノ
ナ
9
0

第
二
。
以
上
ノ
事
賞
A

普
通
加
熱
「
ワ
ク
チ
ン
L
7
一
定
時
間
煮
沸
（
浸
出
）
ス

Y

コ
ト
－
一
ヨ

2
7最
モ
確
質
－
一
最
屯
短
時
間
－
一
貫
現
セ
ラ

v
、

煮
沸
後
ノ
上
澄
液
A

頴
著
ナ
w
y

見
疫
元
性
能
働
力
ヲ
示
ス
＝
毛
拘
ラ
ズ
煮
沸
菌
檀
A

賓
用
上
殆
ン
ド
金
ク
免
疫
的
債
値
無
キ
残
澄

物
ト
ナ
Y

－tノ
ナ
9
0

第
三
。
以
上
ノ
如
キ
煮
沸
後
ノ
残
澄
菌
健
A

基
液
ヲ
更
新
セ
ラ

ν
タ
Y
後
ノ
生
態
菌
鰹
ト
同
様
－
一
シ
ア
、
動
物

－一
劃
シ
上
澄
液
ヨ
リ
ノ
毛
有
害

ニ
作
用
ス
M
Y

（
鰻
重
減
少
）
傾
向
ア
レ
ド
モ
、
免
疫
的
効
果
A

煮
沸
上
澄
液
、
生
上
液
ノ
何
レ
ニ
モ
及
バ
ザ
Y

コ
ト
蓬
カ
ニ
遠
キ
モ
ノ

，園、

一一、、，，
ナ
9
0

第
四
。
免
疫
元
A

水
溶
解
性
－
｝
U
6
4
7

頴
著
－
一
耐
煮
沸
性
ヲ
示
シ
菌
健
中
ヨ
リ
煮
沸
法
－
一

ヨ
叫
ノ
ア
浸
出
セ
ラ
レ
得
Y
モ
ノ
ナ
リ
。

第
五
っ
煮
沸
法
又
A

基
被
更
新
法
－
一
ヨ

y
－
プ
免
疫
一冗
ヲ
浸
出
セ
ラ
レ
タ
Y
菌
龍
A

生
態
－
一
－
プ
毛
ア
レ
、
煮
沸
後
－
一
手
ノ
モ
ア
レ
二
様
ニ
賞
用

上
免
疫
ノ
効
無
ク
ジ
ア
却
ツ
ア
有
害
ニ
作
用
ス
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Z
u
r
 Frage des W

e
r
t
e
s
 der M
i
】crobenleiber

als 
l
m
m
u
n
o
g
e
n
e
.
 

II. 
Mitteilung: 

U
e
b
e
r
 d
e
n
 Onterschied zwischen der Agglutininbildung 

des M
i
】uobensediments

u
n
d
 M
e
d
i
u
m
s
 bei einer gekochten 

Choleravibrionenvakzine. 

V
o
n
 

D
r
.
 SH・ 
F
V
J
I
T
S
U
N
A
.
 

〔Aus
dem
 Laboratorium 

der 
Kaiser!. 
chirurg. 
Universitatsklinik

,
 Kyoto (Prof. 

D
r.
 R.
 Torikata.
）〕

D
i
e
 
in 
unserer 

I.
,
 Mitteilung 

e
r
w
a
h
n
t
e
 Choleravibrionenvakzine 

w
u
r
d
e
 in 
e
i
n
e
m
 bei 
r
o
o
°
C
 si
e
d
e
n
d
e
n
 W
a
s
s
e
r
b
a
d
e
 

w
油
r
e
n
d
3
0
 M
i
n
u
t
e
n
 
g
e
h
a
l
t
e
n
 
u
n
d
 d
a
n
n
 scharf zentrifugiert, 

u
m
 diselbe 
in 
d
a
s
 S
e
d
i
m
e
n
t
 u
n
d
 d
a
s
 M
e
d
i
u
m
 z
u
 
zerlegen. 

D
a
s
 S
e
d
i
m
e
n
t
 w
u
r
d
e
 m
i
t
 d
e
r
 gleichen 

M
e
n
g
e
 physiologischer 

K
o
c
h
s
a
l
zo
s
u
n
g
 w
i
e
 
d
ie
 V
a
k
z
i
n
e
,
 
in 
w
e
l
c
h
e
r
 sie
 enthalten 

w
a
r
,
 
suspendiert. 

K
a
n
i
n
c
h
e
n
 
w
u
r
d
e
n
 
e
n
t
w
e
d
e
r
 
m
i
t
 
d
e
m
 S
e
d
i
m
e
n
t
 allein 
o
d
e
r
 m
i
t
 d
e
m
 M
e
d
i
u
m
 allein 
v
orbehandelt, 

u
m
 z
u
 
s
e
h
e
n
,
 w
i
e
 
sich 
die 
A
g
g
l
u
t
i
n
i
n
b
i
l
d
u
n
g
 
dabei 
verhielte. 

D
i
e
 
V
e
r
s
u
c
h
s
e
r
g
e
b
n
i
s
s
e
 
sind 
in 
folgender 

T
a
b
e
l
l
e
 

z
u
s
a
m
m
e
n
g
e
s
t
e
l
l
 t. 

A
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〈
思
〉

Z
u
s
a
m
m
e
n
f
a
1
5
s
u
n
g
.
 

I) 
Bei 
einer 
gekoC'hten 

Choleravibrionenvakzine 
(IOつ。
C
3o') 
w
a
r
 die 
Agglutinin 

a
凶
losende
Fahigkeit 

e
h
e
r
 b
e
i
m
 

M
e
d
i
u
m
 als 
b
e
i
m
 M
i
k
r
o
b
e
n
s
e
d
i
m
e
n
t
 konstatierbar. 

2) 
D
u
r
c
h
 die A
b
k
o
c
h
u
n
g
 scheint das 

agglu-tinogene 
A
n
t
i
g
e
n
 v
o
n
 
d
e
n
 
Mikrobenleibern 

aus 
in 
das 
losende 
M
e
d
i
u
m
 

uberzugehen. 

3) 
M
i
k
r
o
b
e
n
l
e
i
b
e
r
 enthalten z

w
a
r
 
i
m
m
u
n
o
g
e
n
e
 S
u
b
s
t
a
n
z
e
n
,
 aber sie bestehen nicht g

a
n
z
 
aus 
lauter 
l
m
m
u
n
o
g
e
n
e
n
.
 

4) 
D
i
e
 
E
i
n
v
e
巾
ibung
der 
Mikrobenleiber 

als 
l
m
m
u
n
o
g
e
n
e
 
ist 
zu 
v
e
r
w
e
巾
n,
weil 
dieselben 

nicht 
alle 
a
u
s
 I
m
-

m
u
n
o
g
e
n
e
n
 
bestehep, 

sondern 
a
u
c
h
 
unnotige 

sogar 
schadliche 

Bestandte.ile 
enthalten, 

wahr(!nd 
eine 
,ansehnliche 

Agglutininbildung 
mittels .des 

Bakteriendekoktes, 
des 
M
e
d
i
u
m
s
,
 
er ielt 
w
e
r
d
e
n
 kann. 

5) 
Mikrobiotische 

I
m
m
u
n
o
g
e
n
e
 stellen 
wasserlosliche .koktostabile 

S
u
b
s
t
a
n
z
e
n
 
dar 
(
A
u
t
o
問
先
日
t).


